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I 調査目的
八胃市北浜地区に建設された三菱製紙(株)八戸工場では， 188-9万ト yに及ぶパノレプ排

水，抄紙排水を前面海域に排出している。との排水ば色々の有機物全含んでいるために 0， D 

が高しまた塩化リグニンのため鴇色合している。その他時黄化合物による臭気も強しとれら

の成分が魚に対して複雑に作用し悪影響会与えているので，との毒性の理度を把樫するため本調

奈を行った.

E 調査内容
1.調査場所 三菱製紙八戸工場前沖

2. 調脊期間昭和 42年 10月_12 JJ 

3. ミ環査項目及方法

イ TLmの測定

測定法はJ工S-K-0102に依った.即ちガラス水槽を用い排水を順次稀釈して各糧

渡度の供試液を作りコイ稚魚を収容した。水猫は各滑に漏度~~j節言語を取りつけ， 2 0宇土 1<>

01こ譜節した。測定は 48_7 2時i習とし，同時に 0， 0， D， PH~測定した。 0 ， 0， 

Dは過マンガン竣加型によるアノレカリ性酸化法:， PHはガラス電極PHメーターによる。

ロ 使用排水は沈波池金銭て，海に放流されるi直前において環水し. 1 0 ¥.1:ポリイデレジ瓶に詰

詰めて運般した。

E 調査結果

回目

採水年周目 沼和42年 10月10臼

試験開始 昭和 42年 1日月 11日午拘 10時

原 排 水 0， 0， D 82PPm P H 6， 8 

コイ稚魚の大きさ 4内-5 cm 

水槽1個当り収容尾数 1 0尾

持t 水 f漫「を 7 5 qjも 6 0 % 4 5循 3 0 % 対照

飼育締始前JO. 0， D 60 4 5 30 2 5 。
争 。 PH  6，8 6.8 もーι 6.8 6.8 

2 4時間後生残数 1 0 1 0 10 1 0 1 0 

4 8 。 。 1 0 1 0 1 0 1 0 1 [) 

7 2 。 。 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 
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2 2 回 目

採 オく年月 日 唱和42年 12月26日

3式 験 開 始 昭和 42年 12J.J28日午前 10時

!京 排 * C， 0， D 
120Prm P H 6. 0 

コイ稚業の大きき 4角-5α司

水槽 1i甥当り収容尾数 1 0尾

排水漫Ifl 100%  8 0係 70%  60場; 対照
飼育開始前 P 立

土1
6.6 6.6 6.6 

70 。 C， 0， D 120 i 100 80 。
1 2待閣後生残数 8 1 1 0 1 0 1 0 1 0 
ー一

2 4 争 4 1 0 8 1 0 10 
一一一一 ー一一，
3 6 イシ 。 5 5 1 0 1 0 
一一一
4 8 。 日 。 。 4 1 0 

1-ー

W考案
1回目の式検は全部の椎魚が生き残ったため， T L mの測定は矢敗に終り， 2回目は稀釈倍率

を少く・し高換度の供試液で明IJ定した結呆 4 8時間の TLmは排水漫度で60%以下， C， 0， 

Dで70 PP  m以下にあるととがわかった。との結果からダードロフの方法により，凡そのTL 

m会求めると排水J農[:'lで 50%， C， 0， Dで 50P P mとなる.この工場の排水は，上記のよ

弓に日によってに 0， Dが異っており，したがって魚、矯に対する毒性も区々の結果が市てくる。

一般に魚類に対する安全設度は 48時間TLmの 1/10 とされているので，この排水の場合号

係在妻名即ち20 f音稀釈がその1袋界と見てよいだろ弓。またC， 0， Dで見ると原排水が80-

120Ppmであるから平均10 0 P P mとすると 5ppmが般界となる。

なお，今回生物試験全行弓過程において，パルプ排水の毒性は魚、に対して初めのうちは徐々に， 、F
W時4・
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パlレプ排水

と北鉱山排水

24 36 
時間
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後になって急滋に来るように恩われた。即ち次~1)よ弓に原排水のままの堺合 (100%) は初

めの 12時間で死ねのは 2尾だけであった杭その後 14時間で全部が死l二主た 80婦の場合

初めの 24時閣は姥死魚がなく次の 24時閣で全部が鰭死した。

このよ弓にパJレプ排水の毒性は.鉱山排水などの無機の毒物による影響とは大介性質を異にする

ようである@
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